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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機電界発光ダイオードと；
　スキャン信号を印加するためのスキャンラインと；
　制御信号を印加するための制御ラインと；
　データ信号を印加するためのデータラインと；
　第１ノードの電圧による駆動電流を前記有機電界発光ダイオードに印加するために前記
有機電界発光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結される駆動トランジスタと；
　前記データラインと前記第１ノード間に電気的に連結され、前記スキャン信号によりオ
ン／オフされる第１スイッチングトランジスタと；
　前記第２ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結され、前記制御信号により
オン／オフされる第２スイッチングトランジスタと；
　前記第１ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結される第１キャパシタと；
　前記第１ノードと第２ノード間に電気的に連結される第２キャパシタとを含み、
　前記第１キャパシタの静電容量と第２キャパシタの静電容量間の比率は前記有機電界発
光ダイオードの効率を考慮して決定される
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の比率は前記第１キャパシタの静電容
量を前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の合計で割った値であり、前記有機
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電界発光ダイオードの効率に反比例する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第２キャパシタの静電容量が一定であるとき、前記第１キャパシタの静電容量は前
記有機電界発光ダイオードの効率に反比例する
　ことを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１キャパシタの静電容量が一定であるとき、前記第２キャパシタの静電容量は前
記有機電界発光ダイオードの効率に比例する
　ことを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１スイッチングトランジスタ、第２スイッチングトランジスタ及び駆動トランジ
スタの全ては同一伝導タイプである
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１スイッチングトランジスタ、第２スイッチングトランジスタ及び駆動トランジ
スタはＮＭＯＳまたはＰＭＯＳである
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　赤色、緑色及び青色副画素を含む複数の画素及び前記複数の画素と電気的に連結され、
スキャン信号、データ信号及び制御信号を印加するための複数の信号ラインを含む有機電
界発光表示装置において、
　前記赤色、緑色及び青色副画素は、
　有機電界発光ダイオードと；
　第１ノードの電圧による駆動電流を前記有機電界発光ダイオードに印加するために前記
有機電界発光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結される駆動トランジスタと；
　前記データラインと前記第１ノード間に電気的に連結され、前記スキャン信号によりオ
ン／オフされる第１スイッチングトランジスタと；
　前記第２ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結され、前記制御信号により
オン／オフされる第２スイッチングトランジスタと；
　前記第１ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結される第１キャパシタと；
　前記第１ノードと第２ノード間に電気的に連結される第２キャパシタとを含み、
　前記赤色、緑色及び青色副画素は前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の比
率が互いに相異なり、
　前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の比率は、前記第１キャパシタの静電
容量を前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の合計で割った値である
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記赤色、緑色及び青色副画素は前記第１キャパシタの静電容量が同じであるとき、前
記各副画素の第２キャパシタは前記有機電界発光ダイオードの効率に比例する静電容量を
有する
　ことを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記赤色、緑色及び青色副画素は前記第２キャパシタの静電容量が同じであるとき、前
記各副画素の第１キャパシタは前記有機電界発光ダイオードの効率に反比例する静電容量
を有する
　ことを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１スイッチングトランジスタ、第２スイッチングトランジスタ及び駆動トランジ
スタの全ては同一伝導タイプである
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　ことを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１スイッチングトランジスタ、第２スイッチングトランジスタ及び駆動トランジ
スタはＮＭＯＳまたはＰＭＯＳである
　ことを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　スキャン信号、データ信号及び制御信号を印加するための複数の信号ライン及び前記複
数の信号ラインと電気的に連結される複数の画素を含む有機電界発光表示装置において、
　前記複数の画素は、
　有機電界発光ダイオードと；
　第１ノードの電圧による駆動電流を前記有機電界発光ダイオードに印加するために前記
有機電界発光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結される駆動トランジスタと；
　前記データラインと前記第１ノード間に電気的に連結され、前記スキャン信号によりオ
ン／オフされる第１スイッチングトランジスタと；
　前記第２ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結され、前記制御信号により
オン／オフされる第２スイッチングトランジスタと；
　前記第１ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結される第１キャパシタと；
　前記第１ノードと第２ノード間に電気的に連結される第２キャパシタとを含み、
　前記複数の画素のうち表現する色が相違する画素間の前記第１キャパシタと第２キャパ
シタの比率は互いに相異なり、
　前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の比率は前記第１キャパシタの静電容
量を前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量の合計で割った値である
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第１キャパシタと第２キャパシタの比率は前記画素の有機電界発光ダイオードの効
率に反比例する
　ことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記各画素の第１キャパシタが同じ静電容量を有するとき、前記第２キャパシタは前記
有機電界発光ダイオードの効率に比例する静電容量を有する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記各画素の第２キャパシタが同じ静電容量を有するとき、前記第１キャパシタは前記
有機電界発光ダイオードの効率に反比例する静電容量を有する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記複数の画素に順次にデータ信号を印加するための多重分離装置をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に係り、駆動トランジスタのしきい電圧の偏差を最小化
する画素回路において、開口率低下を最少化することができ、各画素に印加されるデータ
電圧の範囲を同一にして消費電力を最小化することができる有機電界発光表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）は軽量及び薄
形等の特性により、陰極線と表示装置（Ｃａｔｈｏｄｅ－ｒａｙ　Ｔｕｂｅ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）を取り替える表示装置で用いられている。このような平板表示装置
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の代表的な例で液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ；ＬＣＤ）と有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　Ｄｉｏｄｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ；ＯＬＥＤ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ）がある。このうち、有機電界発光表示装置は液晶表示装置に比べて輝度特性及び
視野角特性が優秀であってバックライト（Ｂａｃｋ　Ｌｉｇｈｔ）を必要としなくて超薄
型で具現できる長所がある。
【０００３】
　このような有機電界発光表示装置は有機薄膜に陰極（Ｃａｔｈｏｄｅ）と陽極（Ａｎｏ
ｄｅ）を介して注入された電子（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ）と正孔（Ｈｏｌｅ）が再結合して励
起子を形成して、形成された励起子からのエネルギーにより特定な波長の光が発生する現
象を利用した表示装置である。
【０００４】
　前記有機電界発光表示装置は駆動方法によって手動駆動（Ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔｒｉ
ｘ）方式とアクティブ駆動（Ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）方式に分けられるが、アクテ
ィブ駆動方式は薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ；ＴＦＴ
）を用いる回路を有する。前記手動駆動方式はその表示領域が陽極と陰極によって単純に
マトリックス状の素子で構成されていて製造が容易だという長所があるが、解像度、駆動
電圧の上昇、材料寿命の低下等の問題によって低解像度及び小型ディスプレイの応用分野
に制限される。前記アクティブ駆動方式は表示領域が各画素毎に薄膜トランジスタを装着
することによって、各画素毎に一定な電流を供給することによって安定的な輝度を示すこ
とができる。また、電力消耗が少なくて高解像度及び大型ディスプレイを具現することが
できる重要な役割をする。
【０００５】
　前記有機電界発光表示装置は前記薄膜トランジスタの製造工程上の問題によって各画素
の薄膜トランジスタのしきい電圧が一定偏差を有するようになり、このようなしきい電圧
の偏差は前記有機電界発光表示装置の輝度不均一を誘発するので、これを解決するために
前記しきい電圧の偏差を補償する補償回路を含む画素回路を形成している。
【０００６】
　しかし、前記のような補償回路が形成された有機電界発光表示装置は前記補償回路を形
成するために複数の薄膜トランジスタを具備しなければならないので、画素回路が複雑に
なり、各画素の開口率が減少して発光面積が減少する問題点がある。
【０００７】
　また、前記有機電界発光表示装置はフルカラーを表現するために赤色、緑色及び青色等
複数の色を表現する画素を含むが、前記赤色、緑色及び青色を表現するために各画素に具
備された有機電界発光ダイオードの效率が違って、各画素から均一な輝度を得るためには
前記各画素に相異なる電圧のデータ信号を印加しなければならないので、各画素にデータ
信号を印加するデータ駆動部が各画素別に構成されなければならない問題点があり、各画
素に印加される電圧の範囲が相違するによってデータ信号の電圧範囲が広くなるようにな
るので、データ駆動部の構成が複雑になるだけでなく、消費電力が増加する問題点が発生
する。
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００５－０１０４６０５号明細書
【特許文献２】大韓民国特許第０５９９７９１号明細書
【特許文献３】大韓民国特許第０５７０７６３号明細書
【特許文献４】特開平１７－３５２３９８号公報
【特許文献５】特開平１７－０９９７１５号公報
【特許文献６】特開平１６－１４５２８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明は前記のような従来技術の問題点を解決するためのことで、駆動ト
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ランジスタのしきい電圧偏差を最小化すると同時に各画素の開口率低下を最少化すること
ができ、各画素に同じ電圧のデータ信号を印加しても、各画素の有機電界発光ダイオード
に好適な駆動電流が印加されることができる有機電界発光表示装置を提供することに本発
明の目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の前記目的は有機電界発光ダイオードと；スキャン信号を印加するためのスキャ
ンラインと；制御信号を印加するための制御ラインと；データ信号を印加するためのデー
タラインと；前記有機電界発光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結され、第１ノー
ドの電圧による駆動電流を前記有機電界発光ダイオードに印加する駆動トランジスタと；
前記データラインと第１ノード間に電気的に連結され、前記スキャン信号によりオン／オ
フされる第１スイッチングトランジスタと；前記第２ノードと第１電源電圧供給ライン間
に電気的に連結され、前記制御信号によりオン／オフされる第２スイッチングトランジス
タと；前記第１ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結される第１キャパシタ
と；前記第１ノードと第２ノード間に電気的に連結される第２キャパシタとを含み、前記
第１キャパシタと第２キャパシタの静電容量が互いに相異なることを特徴とする有機電界
発光表示装置により達成される。
【００１０】
　また、本発明の前記目的は赤色、緑色及び青色副画素を含む複数の画素及び前記複数の
画素と電気的に連結され、スキャン信号、データ信号及び制御信号を印加するための複数
の信号ラインを含む有機電界発光表示装置において、前記赤色、緑色及び青色副画素は、
有機電界発光ダイオードと；前記有機電界発光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結
され、第１ノードの電圧による駆動電流を前記有機電界発光ダイオードに印加する駆動ト
ランジスタと；前記データラインと第１ノード間に電気的に連結され、前記スキャン信号
によりオン／オフされる第１スイッチングトランジスタと；前記第２ノードと第１電源電
圧供給ライン間に電気的に連結され、前記制御信号によりオン／オフされる第２スイッチ
ングトランジスタと；前記第１ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結される
第１キャパシタと；前記第１ノードと第２ノード間に電気的に連結される第２キャパシタ
とを含み、前記赤色、緑色及び青色副画素は前記第１キャパシタと第２キャパシタの静電
容量の比率が互いに相異なることを特徴とする有機電界発光表示装置により達成される。
【００１１】
　また、本発明の前記目的はスキャン信号、データ信号及び制御信号を印加するための複
数の信号ライン及び前記複数の信号ラインと電気的に連結される複数の画素を含む有機電
界発光表示装置において、前記複数の画素は有機電界発光ダイオードと；前記有機電界発
光ダイオードと第２ノード間に電気的に連結され、第１ノードの電圧による駆動電流を前
記有機電界発光ダイオードに印加する駆動トランジスタと；前記データラインと第１ノー
ド間に電気的に連結され、前記スキャン信号によりオン／オフされる第１スイッチングト
ランジスタと；前記第２ノードと第１電源電圧供給ライン間に電気的に連結され、前記制
御信号によりオン／オフされる第２スイッチングトランジスタと；前記第１ノードと第１
電源電圧供給ライン間に電気的に連結される第１キャパシタと；前記第１ノードと第２ノ
ード間に電気的に連結される第２キャパシタとを含み、前記複数の画素のうち表現する色
が相違する画素間の前記第１キャパシタと第２キャパシタの比率は互いに相異なることを
特徴とする有機電界発光表示装置により達成される。
【発明の効果】
【００１２】
　したがって、本発明による有機電界発光表示装置は各画素の第１キャパシタ及び第２キ
ャパシタの静電容量の比率を制御して、同一電圧のデータ信号を印加しても各画素の有機
電界発光ダイオードに好適な駆動電流を印加することができるようにすることによって、
データ駆動部の設計を容易にして、消費電力を減少させることができる効果がある。
【００１３】
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　また、各画素を有機電界発光ダイオード、第１スイッチングトランジスタ、第２スイッ
チングトランジスタ、駆動トランジスタ、第１キャパシタ及び第２キャパシタで構成する
ことによって、前記駆動トランジスタのしきい電圧を最小化しながらも開口率の低下を最
少化することができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の前記目的と技術的構成及びそれによる作用効果に関する詳細な事項は本発明の
望ましい実施形態を示している図面を参照した以下詳細な説明によりさらに明確に理解さ
れることである。付け加えて、図面において、層及び領域の長さ、厚さ等は便宜のために
誇張されて表現されることができる。また、明細書全体にかけて同じ参照番号は同じ構成
要素を示すものであって、ある部分が他の部分と“連結”されているとする時、これは“
直接的に連結”されている場合だけでなく、その中間に他の素子を間に置いて“電気的に
連結”されている場合も含む。
【００１５】
　図１は本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置を示したブロック図である。
【００１６】
　図１を参照すると、本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置は複数の画素Ｐ
１１～Ｐｎｍを含む画素部１１０、前記複数の画素Ｐ１１～ＰｎｍとスキャンラインＳ１
～Ｓｎ及び制御ラインＥ１～Ｅｎを介して電気的に連結されてスキャン信号及び制御信号
を印加するためのスキャン駆動部１２０及び前記複数の画素Ｐ１１～Ｐｎｍとデータライ
ンＤ１～Ｄｍを介して電気的に連結されてデータ信号を印加するためのデータ駆動部１３
０を含む。
【００１７】
　前記スキャン駆動部１２０はスキャン信号及び制御信号を生成して、前記スキャンライ
ンＳ１～Ｓｎ及び制御ラインＥ１～Ｅｎを介してスキャン信号及び制御信号を順次に印加
し、前記データ駆動部１３０はデータ信号を生成して、前記データラインＤ１～Ｄｍを介
して前記データ信号を前記スキャン信号に同期して前記画素部１１０に印加する。
【００１８】
　前記画素部１１０は複数の階調を表現するために複数の色を表現することができる複数
の画素Ｐ１１～Ｐｎｍを含み、前記複数の画素Ｐ１１～Ｐｎｍは前記スキャン信号、制御
信号及びデータ信号によって一定輝度を有して発光する。
【００１９】
　図２は本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【００２０】
　図２を参照すると、前記それぞれの画素Ｐ１１～Ｐｎｍは有機電界発光ダイオードＯＬ
ＥＤ、駆動トランジスタＴｒ１第１スイッチングトランジスタＴｒ２、第２スイッチング
トランジスタＴｒ３、第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２を含む。
【００２１】
　前記駆動トランジスタＴｒ１は前記有機電界発光ダイオードＯＬＥＤと第２ノードＮ２
間に電気的に連結され、第１ノードＮ１の電圧によって前記有機電界発光ダイオードＯＬ
ＥＤに駆動電流を印加する。
【００２２】
　前記第１スイッチングトランジスタＴｒ２は前記データラインＤｍと第１ノードＮ１間
に電気的に連結され、前記スキャン信号によって前記データ信号を前記第１ノードＮ１に
伝達する。
【００２３】
　前記第２スイッチングトランジスタＴｒ３は前記第２ノードＮ２と第１電源電圧供給ラ
インＶＤＤ間に電気的に連結され、前記制御信号によって第１電源電圧を前記第２ノード
Ｎ２に伝達する。
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【００２４】
　前記第１キャパシタＣ１は前記第１電源電圧供給ラインＶＤＤと第１ノードＮ１間に電
気的に連結されて、前記第１ノードＮ１の電圧と第１電源電圧の差だけの電圧を保存する
。
【００２５】
　前記第２キャパシタＣ２は前記第１ノードＮ１と第２ノードＮ２間に電気的に連結され
て、前記第１ノードＮ１の電圧と第２ノードＮ２の電圧の差だけの電圧を保存する。
【００２６】
　図３は本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路の駆動を説明する
ための波形図である。
【００２７】
　図２及び図３を参照して、本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置の画素回
路の駆動を説明すると、第１区間Ｔ１でスキャンラインＳｎ及び制御ラインＥｎを介して
ローレベルのスキャン信号及び制御信号が印加される。
【００２８】
　前記ローレベルのスキャン信号により第１スイッチングトランジスタＴｒ２はターンオ
ンされて、第１ノードＮ１にデータラインＤｍを介して印加されるデータ信号を伝達する
ようになるので、前記第１ノードＮ１は前記データ信号の電圧と同じ電圧を有するように
なり、前記第１ノードＮ１と第１電源電圧供給ラインＶＤＤ間に電気的に連結された第１
キャパシタＣ１は前記データ信号の電圧と第１電源電圧の差だけの電圧を保存するように
なる。
【００２９】
　また、前記ローレベルの制御信号により第２スイッチングトランジスタＴｒ３はターン
オンされて、第２ノードＮ２に前記第１電源電圧供給ラインＶＤＤを介して印加される第
１電源電圧を伝達するようになるので、前記第２ノードＮ２は前記第１電源電圧と同じ電
圧を有するようになり、前記第２ノードＮ２と第１ノードＮ１間に電気的に連結される第
２キャパシタＣ２は前記第１キャパシタＣ１と同じく前記データ信号の電圧と第１電源電
圧の差だけの電圧を保存するようになる。
【００３０】
　前記第１区間Ｔ１で前記第２ノードＮ２に第１電源電圧が伝達され、前記第１ノードＮ
１にデータ信号が伝達されるので、前記駆動トランジスタＴｒ１はターンオンされて、前
記第１ノードＮ１に伝達された前記データ信号の電圧による駆動電流を前記有機電界発光
ダイオードＯＬＥＤに印加するようになるが、前記第１区間Ｔ１は後続される第３区間（
Ｔ３）に比べて非常に短い区間であるので、全体的な輝度には大きく影響を与えない。
【００３１】
　続いて、第２区間（Ｔ２）からスキャンラインＳｎへローレベルのスキャン信号が印加
されて、制御ラインＥｎにハイレベルの制御信号が印加される。
【００３２】
　前記ローレベルのスキャン信号Ｓｎにより前記第１スイッチングトランジスタＴｒ２は
前記第１区間Ｔ１と同じくターンオン状態を維持するので、前記第１ノードＮ１は前記デ
ータ信号の電圧を維持し、前記第１キャパシタＣ１は前記データ信号の電圧と第１電源電
圧の差だけの電圧を保存する。
【００３３】
　前記ハイレベルの制御信号により前記第２スイッチングトランジスタＴｒ３はターンオ
フされて、前記第２ノードＮ２に前記第１電源電圧を伝達することができなく、前記第１
ノードＮ１と第２ノードＮ２は駆動トランジスタＴｒ１のゲート端子とソース端子に連結
されているので、前記第２キャパシタＣ２は前記駆動トランジスタＴｒ１のしきい電圧を
保存するようになって、前記第２ノードＮ２は前記データ信号の電圧に前記しきい電圧を
加えた値だけの電圧を維持する。
【００３４】
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　したがって、前記第２区間（Ｔ２）で前記駆動トランジスタＴｒ１は前記第１ノードＮ
１に印加されたデータ信号の電圧によりターンオンされて、前記第１区間Ｔ１と同じく前
記第１ノードＮ１に伝達された前記データ信号の電圧による駆動電流を前記有機電界発光
ダイオードＯＬＥＤに印加するようになるが、前記第２区間（Ｔ２）は後続される第３区
間（Ｔ３）に比べて非常に短い区間であるので、全体的な輝度には大きく影響を与えない
。また、前記第２区間（Ｔ２）で前記第２ノードＮ２の電圧は前記第１ノードＮ１の電圧
と比較してしきい電圧だけ差が生じるので、前記駆動トランジスタＴｒ１は前記有機電界
発光ダイオードＯＬＥＤが十分な輝度を示すだけの駆動電流を印加することができない。
【００３５】
　次に、第３区間（Ｔ３）で前記スキャンラインＳｎにハイレベルのスキャン信号が印加
されて、前記制御ラインＥｎにローレベルの制御信号が印加される。
【００３６】
　前記ローレベルの制御信号により第２スイッチングトランジスタＴｒ３はターンオンさ
れて、前記第２ノードＮ２は前記第１電源電圧と同じ電圧を有するようになり、前記ハイ
レベルのスキャン信号により前記第１スイッチングトランジスタＴｒ２はターンオフされ
、前記第１ノードＮ１は前記第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２のカップリング
効果により下記のような電圧を維持するようになる。
【数１】

【００３７】
　（ここで、ＶＮ１は第１ノードの電圧、Ｃ１は第１キャパシタの静電容量、Ｃ２は第２
キャパシタの静電容量、Ｖｄａｔａはデータ信号の電圧、ＥＬＶＤＤは第１電源電圧、Ｖ

ｔｈは駆動トランジスタのしきい電圧）
【００３８】
　前記第３区間（Ｔ３）で前記駆動トランジスタＴｒ１は前記第１ノードＮ１の電圧ＶＮ

１にしたがって前記有機電界発光ダイオードＯＬＥＤに駆動電流を印加するようになるの
で、前記第３区間（Ｔ３）で前記有機電界発光ダイオードＯＬＥＤの輝度は前記第１キャ
パシタＣ１と第２キャパシタＣ２の静電容量の比率により決定される。
【００３９】
　結果的に、本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置は各画素の第１キャパシ
タと第２キャパシタの静電容量の比率を制御して、各画素に印加されるデータ信号の電圧
に無関係に各画素の有機電界発光ダイオードに好適な駆動電流を印加することができる。
【００４０】
　図４は本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【００４１】
　図４を参照すると、本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路は駆
動トランジスタＴｒ１、第１スイッチングトランジスタＴｒ２、第２スイッチングトラン
ジスタＴｒ３、第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂ、第２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ

、Ｃ２Ｂ及び赤色、緑色または青色有機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、Ｏ
ＬＥＤＢのうちいずれか一つを含む赤色、緑色及び青色画素２１０、２２０、２３０、前
記赤色、緑色及び青色画素２１０、２２０、２３０にそれぞれのデータ信号を印加するた
めのデータラインＤｍ－１、Ｄｍ、Ｄｍ＋１、スキャン信号を印加するためのスキャンラ
インＳｎ及び制御信号を印加するための制御ラインＥｎを含み、前記赤色、緑色及び青色
画素２１０、２２０、２３０は前記第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂと第２キャパ
シタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量が互いに相異なる比率を有する。
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【００４２】
　前記各画素２１０、２２０、２３０の第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂと第２キ
ャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量の比率は前記各画素２１０、２２０、２３０
の赤色、緑色または青色有機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢに
より決定される。さらに詳細には前記各画素２１０、２２０、２３０の第１キャパシタと
第２キャパシタの静電容量の比率は前記各画素２１０、２２０、２３０の赤色、緑色また
は青色有機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢの効率に反比例する
。
【００４３】
　したがって、前記各画素２１０、２２０、２３０は前記有機電界発光ダイオードＯＬＥ
ＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢの効率が低い順で前記各画素２１０、２２０、２３０の第
２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂは高い静電容量を有し、前記各画素２１０、２２０
、２３０の第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂは低い静電容量を有するようになる。
ここで、前記各画素２１０、２２０、２３０の第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂと
第２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量の比率を制御するために、前記第１キ
ャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂまたは第２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容
量のうちいずれか一つを全ての画素２１０、２２０、２３０で同一にして、残りの一つを
制御したり、前記第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂまたは第２キャパシタＣ２Ｒ、
Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量を全て制御することができる。
【００４４】
　結果的に本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置は赤色、緑色及び青色画素
２１０、２２０、２３０の第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂと第２キャパシタＣ２

Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量の比率を前記赤色、緑色及び青色画素２１０、２２０、２
３０の赤色、緑色及び青色有機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢ

の効率によって相異なるように制御することによって、前記赤色、緑色及び青色画素２１
０、２２０、２３０に同じ電圧のデータ信号が印加されても、前記赤色、緑色及び青色有
機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢに好適な駆動電流が印加され
ることができるようにすることができる。
【００４５】
　図５は本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【００４６】
　図５を参照すると、本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路は駆
動トランジスタＴｒ１、第１スイッチングトランジスタＴｒ２、第２スイッチングトラン
ジスタＴｒ３、第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１Ｇ、Ｃ１Ｂ、第２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ

、Ｃ２Ｂ及び赤色、緑色または青色有機電界発光ダイオードＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、Ｏ
ＬＥＤＢのうちいずれか一つを含む赤色、緑色及び青色副画素３１０、３２０、３３０、
前記各副画素３１０、３２０、３３０にデータ信号を印加するためのデータラインＤｍ、
スキャン信号を印加するためのスキャンラインＳｎ、制御信号を印加するための制御ライ
ンＥｎ及び前記データラインＤｍと電気的に連結されて、前記各副画素３１０、３２０、
３３０に前記データ信号を順次に印加する多重分離装置（Ｄｉｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ；
１０００）を含み、前記各副画素３１０、３２０、３３０の第１キャパシタＣ１Ｒ、Ｃ１

Ｇ、Ｃ１Ｂと第２キャパシタＣ２Ｒ、Ｃ２Ｇ、Ｃ２Ｂの静電容量は互いに相異なる比率を
有する。
【００４７】
　前記多重分離装置１０００は前記データラインＤｍと電気的に連結され、赤色、緑色及
び青色データ制御信号ＣＲ、ＣＧ、ＣＢにしたがって第３ないし第５スイッチングトラン
ジスタＴｒ４、Ｔｒ５、Ｔｒ６をオン／オフして、前記赤色、緑色及び青色副画素３１０
、３２０、３３０に前記データ信号を順次に印加する。
【００４８】
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　したがって、本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置は多重分離装置により
複数の副画素に同一電圧のデータ信号が順次に印加されるが、各副画素の第１キャパシタ
と第２キャパシタの静電容量の比率を前記各副画素の有機電界発光ダイオードの効率によ
って制御することによって、各副画素の有機電界発光ダイオードに好適な駆動電流を印加
することができる。
【００４９】
　結果的に、本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置は各副画素の第１キャパ
シタと第２キャパシタの静電容量の比率を前記各副画素の有機電界発光ダイオードの効率
によって制御して、多重分離装置を利用して一つのデータラインを介して前記各副画素に
データ信号を順次に印加することによって、前記有機電界発光表示装置のデータラインの
数を減少させることができ、これにより各画素の開口率を増加させることができるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置を示したブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【図３】本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路の駆動を説明する
ための波形図である。
【図４】本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【図５】本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置の画素回路を示した回路図で
ある。
【符号の説明】
【００５１】
　１１０：画素部
　１２０：スキャン駆動部
　１３０：データ駆動部
　Ｐ１１～Ｐｎｍ：画素
　ＯＬＥＤＲ、ＯＬＥＤＧ、ＯＬＥＤＢ：Ｒ、Ｇ、Ｂ有機電界発光ダイオード
　１０００：多重分離装置
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